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UNDER35：若者からの自治研宣言Ⅱ特
集

　

は
じ
め
に

　

少
子
高
齢
社
会
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
、
若
年
層
の
低
投
票
率
、
一
八

歳
選
挙
権
な
ど
を
背
景
に
し
て
、
昨
今
、「
若
者
会
議
／
若
者
議
会
」
に
取

り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
『
子
ど
も
議
会
・
若
者
議
会　

自
治
体
調
査
報
告
書
』（
早
稲
田
大
学
卯

月
盛
夫
研
究
室
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
か
も
の
の
ま
ち＊

１

）
に
よ
る
と
、「
子
ど

も
議
会
・
若
者
議
会
（
類
似
す
る
事
業
を
含
む
）」
に
つ
い
て
、
三
四
・

二
％
（
四
〇
九
自
治
体
）
の
自
治
体
が
現
在
「
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
回

答
し
、「
過
去
に
取
り
組
ん
で
い
た
」
は
二
三
・
六
％
（
二
八
二
自
治
体
）、

「
取
り
組
ん
で
い
な
い
」
は
四
二
・
二
％
（
五
〇
五
自
治
体
）
で
あ
る
。
全

体
の
約
六
割
の
自
治
体
が
、
子
ど
も
議
会
・
若
者
議
会
に
「
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
」、
も
し
く
は
「
取
り
組
ん
で
い
た
」
経
験
が
あ
り
、
全
国
的
に

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
35
：
若
者
か
ら
の
自
治
研
宣
言
Ⅱ

若
者
の
視
点
を
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
活
か
す

―
―
―
若
者
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
社
会
参
画

日
本
の
若
者
は
政
治
や
社
会
参
画
へ
の
意
欲
に
乏
し
い
と
指
摘
さ
れ
が
ち
だ
が
、

半
人
前
扱
い
を
し
続
け
る
﹁
大
人
﹂
の
側
に
も
責
任
は
な
い
の
か
。

若
者
の
視
点
を
自
治
体
に
活
か
す
こ
と
が
、
地
域
の
担
い
手
育
て
、
社
会
を
つ
く
る
の
で
は
な
い
か
。

浦
和
大
学
社
会
学
部
准
教
授

林
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介

は
や
し
・
だ
い
す
け

一
九
七
六
年
東
京
生
ま
れ
。
東
京
都
町
田
市
障
害
児
介
助
員
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
事

務
局
、
文
科
省
生
涯
学
習
政
策
局
政
策
課
専
門
職
、
東
洋
大
学
助
教
、
首
都
大
学
東
京
特
任
教
授
な
ど

を
経
て
、
現
職
。

　

社
会
の
担
い
手
と
は
誰
か

　

そ
も
そ
も
「
社
会
の
担
い
手
」
と
は
誰
か
。

　

二
〇
一
六
年
か
ら
一
八
歳
選
挙
権
が
始
ま
り
、
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら

一
八
歳
成
人
と
な
る
が
、
一
八
歳
未
満
の
子
ど
も
は
有
権
者
で
は
な
く
て

も
、
主
権
者
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
憲
法
で
定
め
て
い
る
「
国
民
主
権
」
に

は
、
年
齢
規
定
は
な
く
、
〇
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
で
あ
っ
て
も
主
権
者
な
の
は

自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
半
人
前
扱
い
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。

　

確
か
に
、
三
歳
の
私
の
娘
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
学
校
を

休
校
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
思
う
？
」
と
か
「
昨
年
の
一
〇
月
か

ら
消
費
税
が
一
〇
％
に
上
が
っ
た
け
ど
ど
う
？
」
と
か
、
そ
ん
な
話
を
し

て
も
、
三
歳
児
に
は
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
中
一
の
息
子
や
中

三
の
娘
で
あ
れ
ば
、
消
費
税
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
卒
業
間
近
で
急
に
休

校
に
な
る
こ
と
の
意
味
な
ど
は
分
か
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
歳
を
重
ね
て

い
く
こ
と
で
、
半
径
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
社
会
が
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小

学
校
・
中
学
校
、
さ
ら
に
は
市
町
村
、
都
道
府
県
、
世
界
と
い
う
よ
う
に

拡
が
っ
て
い
く
。
成
長
す
る
に
つ
れ
て
「
自
分
が
く
ら
し
て
い
た
〇
〇
県

は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
な
。
〇
〇
市
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
な
」
と
感
じ
、

「
で
は
、日
本
全
体
で
は
ど
う
な
の
か
な
。
世
界
の
中
で
の
日
本
は
ど
う
な

の
だ
ろ
う
」
と
考
え
が
広
が
り
、
自
分
と
地
域
、
社
会
と
の
関
係
性
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
を
半
人
前
扱
い
し
続
け
、
成
人
に
な
っ
た
と
た

ん
に
「
あ
と
は
自
己
責
任
で
！
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
時
か

ら
「
市
民
と
は
何
か
」
と
い
う
意
識
を
育
て
、
あ
る
い
は
そ
の
中
で
地
域

の
活
動
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
る
。
子
ど
も
を
市
民
に
育
て

る
、
子
ど
も
を
大
人
に
育
て
て
い
く
と
い
っ
た
意
識
を
持
つ
こ
と
、
子
ど

も
で
あ
っ
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
き
ち
ん
と
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
、
社

会
の
担
い
手
を
育
て
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
各
自
治
体
に
お
い
て

も
、
そ
う
し
た
視
点
で
、
市
民
で
あ
る
子
ど
も
や
若
者
と
向
き
合
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く
現
状

　

内
閣
府
が
毎
年
発
表
し
て
い
る
『
子
供
・
若
者
白
書＊

２

』で
は
、
毎
回
、
さ

ま
ざ
ま
な
調
査
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
二
〇
一
四
年
度
版
で
は
、
一
三
歳
～
二
九
歳
を
対
象
に
し

た
「
自
分
の
将
来
に
明
る
い
希
望
は
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
が
あ
る
。
こ

の
問
い
に
対
し
て
「
あ
る
」
と
答
え
た
の
は
、
日
本
は
六
一
・
六
％
だ
が
、

ほ
か
の
国
は
軒
並
み
八
〇
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
齢
別
の
回

答
を
見
る
と
、
中
学
生
世
代
の
一
三
歳
～
一
五
歳
は
七
六
％
あ
る
が
、
高

校
生
世
代
（
一
六
歳
～
一
九
歳
）
に
な
る
と
六
七
・
三
％
、
大
学
生
あ
る

高
い
割
合
で
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
調
査
に
よ
る

と
、
事
業
開
始
年
も
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
の
五
年
間
で

事
業
を
開
始
し
た
自
治
体
が
多
い
。

　

一
方
、「
子
ど
も
議
会
・
若
者
議
会
」
か
ら
の
提
案
・
提
言
を
受
け
て
、

実
際
に
自
治
体
の
政
策
に
盛
り
込
む
、
あ
る
い
は
実
現
に
結
び
付
け
て
い

る
の
は
二
五
・
六
％
（
一
六
二
自
治
体
）
で
、
半
数
以
上
の
自
治
体
が
実

施
回
数
「
一
回
の
み
」
で
、
議
場
を
用
い
た
セ
レ
モ
ニ
ー
型
で
の
開
催
と

い
う
現
状
が
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
一
八
歳
成
人
時
代
が
始
ま
り
、
ま

た
、
少
子
高
齢
社
会
の
加
速
が
進
む
中
、
自
治
体
を
担
う
世
代
を
育
て
て

い
く
こ
と
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
若
者
の
視
点
を
こ
れ
か
ら
の
自
治
体

に
活
か
す
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
な
に
か
。「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
」
と
「
社
会
参
画
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
考
え
て
み
た
い
。


